
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

月 
 

日 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 

 
 
 

 

    
 

次
は
、「
間
」
と
い
う
漢
字
を
楷
書

か

い

し

ょ

（【
Ａ
】）
と
行
書
（【
Ｂ
】）
で
書
い
た
も
の
で
す
。
書
体
の
特
徴
を
説
明
し
た
も

の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

          
 

１ 

【
Ａ
】
の
楷
書
は
、【
Ｂ
】
の
行
書
に
比
べ
て
点
画
を
明
確
に
書
く
の
で
、
速
く
書
く
こ
と
に
適
し
て
い
る
。 

 
 

２ 

【
Ａ
】
の
楷
書
は
、【
Ｂ
】
の
行
書
に
比
べ
て
点
画
を
省
略
し
て
書
く
の
で
、
速
く
書
く
こ
と
に
適
し
て
い
る
。 

 
 

３ 

【
Ｂ
】
の
行
書
は
、【
Ａ
】
の
楷
書
に
比
べ
て
点
画
を
連
続
さ
せ
て
書
く
の
で
、
速
く
書
く
こ
と
に
適
し
て
い
る
。 

 
 

４ 

【
Ｂ
】
の
行
書
は
、【
Ａ
】
の
楷
書
に
比
べ
て
点
画
を
直
線
的
に
書
く
の
で
、
速
く
書
く
こ
と
に
適
し
て
い
る
。 

     
 
 

次
は
、「
草
」
と
い
う
字
を
【
楷
書
】
と
【
行
書
】
で
書
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
二
つ
の
【
違
い
を
述
べ
た
文
】
の 

（ 

ア 

）、（ 

イ 

）
に
当
て
は
ま
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら 

一
つ
選
び
な
さ
い
。 

        

 

  
 

１ 
 

ア 

省
略 

 

イ 

筆
順 

 
 

２ 
 

ア 

省
略 

 

イ 

部
首 

 
 

３ 
 

ア 

連
続 

 

イ 

筆
順 

 
 

４ 
 

ア 

連
続 

 

イ 

部
首 

一 ク
リ
ア
問
題 

九
月
（長
月
） 

書
写 

（
楷
書
と
行
書
） 

 

二 





 

〔参考〕過去の調査における正答率 

問題番号 調査の名称（実施学年） 
  正答率（％） 

（左：全国  右：長野県） 

一 平成 20 年度 全国学力・学習状況調査（３年） 79.9  80.9 

二 平成 22 年度 全国学力・学習状況調査（３年） 46.7  47.9 

 

 

〔参考〕出題の趣旨  （「言語事項等」として出題していることの趣旨） 

一 
言語に関する基礎的・基本的な知識・技能を身に付け、文や文章の中で適切に用いるこ
とができるかどうかをみる。 

二 
言語や言語文化に関する知識・技能を身に付け、文や文章の中で適切に用いることがで
きるかどうかをみる。 

 

 

〔参考〕解答類型と反応率 

問題番号 解答類型 
反応率（％） 

（全国） 
自校の反応率 正答 

一 

 

1 １と解答しているもの 3.9   

2 ２と解答しているもの 8.6   

3 ３と解答しているもの 79.9  ◎ 

4 ４と解答しているもの 6.2   

9 上記以外の解答 0.1   

0 無解答 1.3   

二 

 

1 １と解答しているもの 24.9   

2 ２と解答しているもの 12.9   

3 ３と解答しているもの 46.7  ◎ 

4 ４と解答しているもの 13.5   

9 上記以外の解答 0.1   

0 無解答 2.0   

 

 


